
拠点病院内の他部門（病棟・外来・
相談センター等）との連携 

佐賀大学医学部附属病院 肝疾患センター 
統括肝炎コーディネーター 泉 夏美 
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肝臓相談センターとは・・・・

肝臓相談センター

平成２２年 ５月 
肝臓・糖尿病・内分泌内科 医局内に開設

スタッフ 医師２名 相談員１名 

電話相談 （ 土 日曜・祝日以外 ）
     １３：００～１６：００

 面談  （ 土 日曜・祝日以外 ）  
      ９：３０～１２：３０ 
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専従です！

看護師看護師

専従です！

新 肝臓相談センター（平成24年〜）
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• 肝臓内科の外来日（ 月・水・木の午前中）

• インターフェロン治療の患者への副作用ア

ンケート記入

• 医療費助成の説明

• 治療に踏み出せない患者の相談等・・・
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相談員の仕事 「外来」



＜患者背景＞

職業：無職

氏名：Mさん 性別：男性年齢：７８歳

外来受診時、家での食事にはどのようなことに

気をつけて良いか分からず、相談員に声をかけられ
る。

疾患名：Ｃ型慢性肝炎、高血圧、慢性腎不全

職業：無職

氏名：Mさん 性別：男性年齢：７８歳

外来受診時、家での食事にはどのようなことに

気をつけて良いか分からず、相談員に声をかけられ
る。

疾患名：Ｃ型慢性肝炎、高血圧、慢性腎不全

相談センター→栄養管理部
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すべての診察室に掲示してます



＜患者背景＞

職業：寿司屋のおかみさん

氏名：Fさん 性別：女性年齢：７６歳

12年前に白内障の術前検査よりＨＣＶ陽性と判明。
自覚症状なく、そのまま放置。2011年４月より当院の

血液内科を受診。以前より肝機能異常あり、肝硬変
の状態も示唆されたが、患者が治療の必要性に理
解が得られず、肝臓相談センターに相談。

疾患名：Ｃ型肝炎、骨髄異形成症候群

職業：寿司屋のおかみさん

氏名：Fさん 性別：女性年齢：７６歳

12年前に白内障の術前検査よりＨＣＶ陽性と判明。
自覚症状なく、そのまま放置。2011年４月より当院の

血液内科を受診。以前より肝機能異常あり、肝硬変
の状態も示唆されたが、患者が治療の必要性に理
解が得られず、肝臓相談センターに相談。

疾患名：Ｃ型肝炎、骨髄異形成症候群

血液内科→相談センター
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11

大学病院 非専門診療科のスクリーニング検査で判
明した「HCV抗体陽性」患者のマネージメント
大学病院 非専門診療科のスクリーニング検査で判
明した「HCV抗体陽性」患者のマネージメント

陽性者の約4割が，肝障害 を伴うHCVキャリアであ

るにも関わらず，適切な介入の機会を逃した可能性
があった。

・調査期間：２０１２年１月〜１２月

・非専門診療科で測定された症例：６６１２例
のうちHCV抗体陽性者は４９１例（7.9％）で
あった。



考察 
・学生教育，または卒後研修で，HCV抗体陽性時
の対応を周知，徹底する。  

・院内職員を対象に研修会を行い，非専門診療医であっ
ても他院紹介の際は肝炎診療の 依頼をすること，院内診
療の際は専門診療科に相談する事を提案する。 

・HCV抗体陽性判明時に，検査部から専門診療科に連絡
が行くシステムを構築し，医師もしく はスタッフが，直接患
者にもしくは担当医師に介入する。  
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すぐ実行できない 

計画中 

実行間近 



院内コンサルトの簡易化

• 電話一本で診療科へ出向く

• 主治医了解のもと、患者さまとお話させて頂く。

• 必要に応じて、院外、院内の肝臓専門医または
肝臓専門外来をご案内する。

• 今後はテンプレートを作成し、情報の統一を行っ
ていく。



目次

• 佐賀大学 肝臓相談センターについて

• 外来との連携（他科、栄養管理部）

• 病棟との連携

• 地域連携室との連携

• 院内連携の今後



• 病棟看護師のミーティングで相談員の紹介

• 肝臓病教室の開催（月２回、入院患者対象）

• 肝炎治療のため入院された方へ面談など
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相談員の仕事 「病棟」



＜患者背景＞

職業：介護士

氏名：Ｎさん 性別：女性年齢：６１歳

３剤併用療法の治療を受けるため入院。投与後２日
目より副作用が強く、４日目に治療中断。病棟薬剤
師より、「治療に対して不満と不安とあるようだ。」と
連絡を受ける。

疾患名：Ｃ型肝炎

職業：介護士

氏名：Ｎさん 性別：女性年齢：６１歳

３剤併用療法の治療を受けるため入院。投与後２日
目より副作用が強く、４日目に治療中断。病棟薬剤
師より、「治療に対して不満と不安とあるようだ。」と
連絡を受ける。

疾患名：Ｃ型肝炎

病棟薬剤師→相談センター

16



目次

• 佐賀大学 肝臓相談センターについて

• 外来との連携（他科、栄養管理部）

• 病棟との連携

• 地域連携室との連携

• 院内連携の今後



＜患者背景＞

職業：自営業

氏名：Ｋさん 性別：男性年齢：５８歳

近医に通院中。核酸アナログ製剤の内服を考えてい
るが、無保険のためどうしたらよいかと相談センター
のにお電話いただく

疾患名：B型慢性肝炎

相談センター→MSW

職業：自営業

氏名：Ｋさん 性別：男性年齢：５８歳

近医に通院中。核酸アナログ製剤の内服を考えてい
るが、無保険のためどうしたらよいかと相談センター
のにお電話いただく

疾患名：B型慢性肝炎
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栄養管理部

地域連携室

外来

病棟
薬剤師

すべての
診療科

看護師 MSW

管理栄養士

地域連携室地域連携室地域連携室
患者サービス課

MSWMSWMSW
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看護師看護師

肝臓相談センター

医師
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• 医師（肝臓内科、皮膚科）看護師(病棟、外

来、相談センター）薬剤師、管理栄養士、
MSW
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チーム医療の構築



92佐賀県内に135名の肝炎コーディネーター活動開始
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ご静聴ありがとうございました
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